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はじめに

3表：死因(年代別) 厚生労働省「人口動態統計」より

・肺炎は死因別死亡率第3位

・高齢になると肺炎での死亡率が高く

・誤嚥性肺炎：高齢者に多い



誤嚥
食べ物が食道ではなく，誤って気管に入ってしまうこと

•器質的要因：脳血管障害やパーキンソン病など脳や神経の病

•機能的要因：口腔内や喉の病気

•加齢 ：咀嚼機能・嚥下反射などの衰え、唾液の不足
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嚥下のメカニズム
①準備期

②咀嚼期

③咽頭期

④喉頭期
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食事の姿勢と嚥下（座位）
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円背で
顎が突き出た姿勢

気管の入り口が拡
がり，舌骨上筋群
が伸張されて嚥下
反射を阻害する



食事の姿勢と嚥下（ベッド半座位）
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症例（男性 87歳）

•後縦靭帯骨化症（頸椎），腰部脊柱管狭窄症に罹患．

•生活場面での介助は入浴と，更衣の一部．

•歩行器歩行可能，座位･立位とも伸展位での良姿勢が保持可
能．

•病状の進行と共に，脊柱の動きが徐々に制限．

•食事中にひどいムセあり，「肉が喉に張り付いた」との訴え
で救急搬送されるがその日のうちに帰宅された．

•後日，食事時の姿勢をみせてもらうと…
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ニトリで購入
1,490円【税込】
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介入前の座位姿勢 介入後の座位姿勢



まとめ

•食事の際は誤嚥を起こさぬように，頚部は軽度前傾位が望ましい．

•頸部の前傾位を保持するためには，安定した姿勢保持が必要である．
その為には，全身の姿勢をみていく必要がある．

•その方の特徴に合わせ，ポジショニングを含めた環境調整が必要で
ある．
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食事の際の座位姿勢で何かお困りのことがあれば
リハビリスタッフまで！


